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令和３年神審第２９号 

裁    決 

モーターボートＡ乗揚事件 

 

受  審  人  ａ 

職  名 Ａ船長 

操縦免許 小型船舶操縦士 

 

本件について、当海難審判所は、理事官岸尾光一出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

受審人ａの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

（海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

令和２年９月２２日１１時２２分 

和歌山県和歌山下津港 

２ 船舶の要目 

船 種 船 名 モーターボートＡ 

登 録 長 ５.９０メートル 

機関の種類 電気点火機関 

出 力 ９５キロワット 

３ 事実の経過 
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(1) 設備等 

Ａは、船体中央やや前方に操舵区画を配したＦＲＰ製モーターボ

ートで、同区画前部右舷寄りに舵輪を、その右舷側に主機遠隔操縦

装置をそれぞれ装備し、操舵区画の周囲にウェイクボードえい航用

の直径７ミリメートル長さ１８メートルの合成繊維製のえい航索を

係止する金具が取り付けられたステンレス製やぐらが設けられてい

た。 

(2) 関係人の経歴 

ａ受審人は、（一部省略）平成２７年以降毎年７月から９月まで

の期間、商業施設東岸とその対岸に挟まれた水路（以下「東方水路」

という。）で、Ａを操縦してウェイクボードのえい航を７回ないし

８回行っていた。 

(3) 本件発生に至る経緯 

Ａは、ａ受審人が１人で乗り組み、友人１人を乗せ、救命胴衣を

着用した知人（以下「ウェイクボーダー」という。）が装着したウ

ェイクボードをえい航して遊走する目的で、船首０.６メートル船

尾１.０メートルの喫水をもって、令和２年９月２２日１１時２０

分商業施設東岸を発し、東方水路に向かった。 

ａ受審人は、舵輪後方に立った姿勢で操船に当たって東方水路を

遊走し、１１時２１分半僅か前海南北防波堤灯台から００２.５度

（真方位、以下同じ。）１,１００メートルの地点で、針路を  

１１５度に定め、毎時３５キロメートル（以下「キロ」という。）

の速力（対地速力、以下同じ。）で、手動操舵によって進行した。 

ａ受審人は、１１時２１分半僅か過ぎ海南北防波堤灯台から  

００８.５度１,０６０メートルの地点に至り、東方水路のわん曲部

に沿って右旋回を始め、船尾方のウェイクボーダーに目を向けて続
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航し、１１時２１分半少し過ぎ海南北防波堤灯台から０１１度  

１,０３０メートルの地点に達し、船首が１３５度を向いたとき、

東方水路の東側の護岸（以下「東側護岸」という。）が右舷船首方

１９０メートルのところとなり、その後同護岸に向かって接近する

状況であったが、ウェイクボーダーのえい航状況を見ることに気を

とられ、目視で東側護岸との相対位置関係を把握するなど、船位の

確認を十分に行わなかったので、この状況に気付かなかった。 

こうして、ａ受審人は、東側護岸に向かって進行し、１１時２２

分僅か前船首至近に同護岸を認め、右舵一杯とし、機関を後進にか

けたものの、効なく、１１時２２分海南北防波堤灯台から０１７度

８６０メートルの地点において、Ａは、船首が１７０度を向いたと

き、原速力のまま、同護岸の消波ブロックに乗り揚げた。 

当時、天候は曇りで風力２の北風が吹き、潮候は下げ潮の初期で

あった。 

乗揚の結果、船底外板に亀裂を伴う擦過傷を生じ、のち廃船処理

された。 

 

（原因及び受審人の行為） 

本件乗揚は、和歌山下津港において、ウェイクボードをえい航して遊

走する際、船位の確認が不十分で、東側護岸に向かって進行したことに

よって発生したものである。 

ａ受審人は、和歌山下津港において、ウェイクボードをえい航して遊

走する場合、目視で東側護岸との相対位置関係を把握するなど、船位の

確認を十分に行うべき注意義務があった。ところが、同人は、ウェイク

ボーダーのえい航状況を見ることに気をとられ、船位の確認を十分に行

わなかった職務上の過失により、同護岸に向かって接近する状況に気付



- 4 - 

かないまま進行して東側護岸の消波ブロックへの乗揚を招き、船体に損

傷を生じさせるに至った。 

以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 

よって主文のとおり裁決する。 

 

令和４年５月２６日 

神戸地方海難審判所 

審 判 官  下  條  正  昭 


